
令和 6 年度 信濃教育会 全県研究大会 長野市立川田小学校会場 開催通知 
 

1 期 日 令和 6 年 11 月 22 日（金） 

2 会 場 長野市立川田小学校 

3 日 程  

12：50 13:15  13:30  13:40   14:40      15:40      16:25    16:40 

（1）受付 （3）開会行事

【多目的ホール】 

授業会場へ

移動 

（4）公開授業 

【体育館】 

（5）座談会 

【多目的ホール】 

（6）ワークショップ 

【多目的ホール】 

（7）閉会行事 

【多目的ホール】 （2）来賓到着 

（1）受付          12:50～13:10 

（2）主催者・講師来賓到着  12:50～13:10 【校長室】   

     講師 信州大学准教授        佐藤 和紀 先生 

信濃教育会事務局次長        原 文章  様 

     信濃教育会総務・会計部長      清水 恒善 様 

     研究調査委員 下諏訪中学校長    矢島 和明 様 

    来賓到着  12:50～13:10 【多目的ホール】   

     川田地区区長会長          西澤 利通 様 

コミュニティスクール運営委員長   義家 繁  様 

ボランティアコーディネーター    伊藤 昭衛 様 

     川田地区民生主任児童委員      田牧 恵子 様 

 （3）開会行事 13:15～13:30  【多目的ホール】 

   ①はじめの言葉     （教頭 峰田 美隆） 

   ②講師・来賓・主催者紹介（校長 桂本 久美子） 

③主催者挨拶      （次長 原 文章） 

   ④研究の説明      （研究主任・授業者 秋山 佳樹） 

   ⑤諸連絡        （教頭） ⑥おわりの言葉     （教頭） 

（4）授業公開  13:40～14:25  【体育館】 

   テーマ   子どものレジリエンス（困難を乗り越える力）を育成する授業づくり 

         ―地域教材を題材とした探究的な学習を通してー 

授業学級  6 年桜学級 

   授業者   秋山 佳樹    楢本 茂治 様・橋本 淳 様（アドバイザー地域講師） 

   総合的な学習の時間 単元名「旧信濃川田駅を残していくために私たちができること」 

 （5）座談会   14：40～15：30 【多目的ホール】 

     「子ども自らが、心ゆくまで探究する授業づくりのために～授業を通して考えてみよう～」 

 （6）ワークショップ  15：40～16：20 【多目的ホール】 

    講師 信州大学准教授 佐藤和紀 先生 

     「これからの探究的な学びとは？～授業実践を通して～」 

 （7）閉会行事 16:25～16:40【多目的ホール】 

   ①はじめの言葉 （教頭 峰田 美隆） 

   ②会場校校長挨拶（校長 桂本 久美子） 

   ③諸連絡    （教頭）  

④終わりの言葉 （教頭） 

4 その他 

（1） 駐車場は来賓の皆様は来賓駐車場、一般参加者の皆様は校庭をご利用ください。受付の時間が児児童 

の下校時間と重なりますので、運転にはご配意ください。 

（2）長野市の先生方は貴校の教師用タブレットをご持参ください。長野市外の先生方は本校のタブレットを

使っていただくため、Google アカウントをご持参ください。 

（3）上履きをご持参ください。一般参加者の皆様は校庭駐車場から体育館にお越しいただき、体育館前のブ

ルーシートで上履きへの履き替えをお願いします。 

（4）参観後、Google フォームでのアンケートにご協力ください。 



私と子どものあゆみ 

長野市立川田小学校 秋山佳樹 

１ 個人研究テーマ 

子どものレジリエンス（困難を乗り越える力）を育成する授業づくり 
-地域教材を題材とした探究的な学習を通して- 

 

２ 研究テーマ設定の理由 

研究テーマ設定の経緯を（１）～（５）の項目に分けて説明する。 

（１）子どもたちの様子と信教全県研究テーマ「子ども自らが、心ゆくまで探究する」から 

今の川田小学校６年生（３２名）を５年の４月から担任として授業や休み時間などを共に過ごして

きた。５年生のおわりまで以下のような実態あった。 

授業や生活全般で課題や乗り越えるべき壁に当たった時に、子ども同士で助け合おうという気持ち

をもっていたり、行動に移したりできる子どもが多い。しかし、問題が自分事になっていない子ども

たちは「困った時も黙っていれば誰かが助けてくれるだろう」「自分以外の誰かが話し合って解決する

だろう」という受け身の考えをもっている様子が窺われた。 

以上のことから、子どもたちが 

・乗り越えるべき壁に直面した時に、自分の力で …子ども自ら 

・それを乗り越える方法を模索しようとする人材 …心ゆくまで探究する姿 

になってほしいと思い、「困難を乗り越える力」を育成するような授業をしていきたいと考えた。 

 

（２）困難を乗り越える力 

「困難を乗り越える力」は非認知能力の一つであると考え、文献や書籍を調べると様々な研究や定

義があり、代表的な定義として以下のようなものがあった。 

① 「社会的ディスアドバンテージや、己に不利な状況において、そういった状況に自身のライフタ
スクを対応させる個人の能力」 

（American Psychological Association. (2014). The Road to Resilienc） 
➁「困難な状況に曝されることで一時的に心理的不健康な状態に陥っても、それを乗り越え、精神的

病理を示さず、よく適応している状態」 
小塩真司・中谷素之・金子一史・長峰信治 2002 ネガティブな出来事からの立ち直りを導く心理的特性－精神的回復力尺度の作成－ カウンセリング研究 35、 57-65. 

これらの能力は「レジリエンス」と呼ばれ、私が考える「困難を乗り越える力」に近いと考え、レ

ジリエンスを育成するための支援について検討を進めた。 

 

（３） レジリエンスをどのように育成するか 

レジリエンスの育成を導く要因には以下の三要素がある。 

新奇性追求 感情調整 肯定的な未来志向 

明確な目標や夢を持ち、具体的な見

通しに基づく将来的なプランを思い描

くこと 

情動反応をモニタリングし、評価

し、修正する感情の自己調節をするこ

と 

新たな物事・人などに興味を持つこ

とや、常識や習慣にとらわれず前向き

にチャレンジする姿勢や行動をするこ

と 

引用：小塩真司・中谷素之・金子一史・長峰信治 2002 ネガティブな出来事からの立ち直りを導く心理的特性－精神的回復力尺度の作成－ カウンセリング研究 35、 57-65. 

これらの三つ要素から、明確な目標や課題をもち、見通しをもって取り組み、失敗してもその経験

を生かして「チャレンジし続けられるような授業」をしていきたいと考えた。 

 

 

 



（４）佐藤和紀先生との対話から 「生涯に渡って学び続けられる学習者」 

「チャレンジし続けられる授業」を考えた時に、ICT

教育や教育工学を専門的に研究されている信州大学の

佐藤和紀先生と共同研究をしたいと思った。これまで

学会や研修、公開授業などで講演を聞く機会があり、

子どもたちのこれからの時代の「学び方」について語

られていた姿が印象に残っていたからである。今年度

の４月に、佐藤和紀先生と対話をし、「探究的な学習」

を様々な教科の学習で取り入れて子どもたちが「学び

方を学び」、「生涯に渡って学び続けられる学習者」に

していくことでレジリエンスの育成につながるのでは

ないかと考えるに至った。 

 

（５） 教科と題材の選定 地域教材 総合的な学習の時間 

探究的な学習に意欲的に取り組めるようにまず、日常生活や社会に目を向け、課題設定をする必要

がある。そのために、本研究では、地域教材を題材とすることにした。地域の具体的な素材や課題を

もとに学習することで、積極的に問題解決的な活動に向かうような意欲を引き出せると考えた。そし

て、地域教材を総合的な学習の時間で扱うことにした。 

  以上の（１）～（５）から、本研究のテーマを設定した。 

 

３ 研究全体流れ 

１学期 ・探究的な学習を社会の授業に取り入れて行った。 

・佐藤和紀先生と佐藤研究室の学生さんに三回来ていただき、私の支援や子どもの学習の様子

について、授業のフィードバックをいただき、授業づくりや授業中の指示発問を中心に授業

改善を重ねてきた。 

・子どもの題材との出会い 

・子どものレジリエンスを測定する一要素にするために、レジリエンスに関係するアンケート

調査を６月と７月に行った。 

・「困ったことがあっても何事もよい方向に考える」や「失敗してもあきらめずにもう一

度挑戦する」といった質問１９項目のアンケートである 

・１「そう思わない」～５「とてもそう思う」の、５件法で質問し、１～５点に点数化し

６月と７月の変化を測定した。 

田中 文夫、 平岡 恭一、 吉中 淳(2012)「小学生のレジリエンスに関する研究 : 尺度の作成と信頼性・妥当性及びレジリエンスの機能の検討」、日本教育心理学会

総会発表論文集、第 54 回総会発表論文集、p.591. 

２学期 ・算数で探究的な学習を積み重ねる。 

・社会で身に着けた探究的な学習の学び方を生かして、総合的な学習の時間に取り組む。 

・１１月下旬レジリエンスの測定し、総合的な学習の時間実施後の学級全体と個人内でのレジ

リエンスの変化を分析する。 

３学期 ・２学期の反省を生かして、総合的な学習の時間に取り組む。 

・２月下旬レジリエンスの測定し、年間を通した学級全体と個人内でのレジリエンスの変化を

分析する。 



４ 私のあゆみ ～佐藤和紀先生との共同研究を通して～ 

□佐藤和紀先生や学生さん方からのフィードバックから得た気付き  ⇒これまでの取り組み 

（１）探究的な学習 実現に向けての土台作り 

【心理的安全性を保つための学級づくり】 

□子どもが意見を表出したり、学習に集中したりできるよう子どもの心理的安全性を確保する。 

⇒過ごしやすい教室環境に整えるために、「身の回りの整理をしよう」「ごみを拾う習慣をつけよう。

一緒に頑張ろう」を継続して伝える。 

□学習活動で自由交流をした時に、固定的な人間関係が見られた。 

⇒様々な教科の授業で意図的に組んだグループ活動を行ったり、学活や帯活動で構成的グループエン

カウンターに取り組んできたり努めてきた。 

 

【日頃から見方・考え方を働かせる授業を行う】 

□４月に行った社会の授業「縄文のむらから古墳のくにへ」において、社会的事象の見方・考え方を働

かせながら教科書を読んで考えていく事柄として、「弥生から始まった中国や朝鮮との交流の第一歩

が、今後の日本文化や国作りに大きな影響を与えること」があった。しかし、これを子どもに意識さ

せないまま進んでしまっていた。 

⇒学習の流れを説明する「学習の手引き」で、その教科の働かせる「見方・考え方」や重要な「キー

ワード」を子どもと共有する。評価の中に、子どもが「見方・考え方」を働かせて活動に取り組め

るような観点を入れていく。 

 

【協働的な学びと個別最適な学びの実現】 

□教師が単元や一時間を通して子どもたちにどのような姿になってほしいかを明確に伝える。 

⇒ゴールイメージや評価規準をルーブリックにし共有する。 

□学習問題の中に協働できるような仕掛けが必要。 

⇒異なる考えをもつ子ども同士、助け合える子ども同士をつなげていくような指示をする。 

⇒課題を選択できるようにし、異なる選択をした子ども同士で説明し合うといった活動を入れた。 

□学習過程の可視化が必要。 

⇒Google スプレッドシートによる学習状況の明確化にして、自分や友だちがどの段階にいるかを把握

できるようにする。 

□時間的ゆとりが必要。 

⇒２～３時間の自由進度型にするなどして子どもがゆ

とりをもって活動に臨めるようにした。 

 

【言語活動、ふりかえりの重要性】 

□学び方をふりかえることが必要。 

 ⇒「まとめ・表現」の説明文や「ふりかえり」をする

ときの文書の型を示した。 

 ⇒手本となる子どもの記述を全体に紹介してきた。 

 

 



（２）探究的な学習を実現させるための具体的な支援 

【学習の手引きの明確化】 

□子どもが読んで授業の全体像や何をすべきかがはっきりとわかる「学習の手引き」が必要である。 

⇒課題の設定や評価規準、学習の方法を明確化し、子どもが学習できる「学習の手引き」を作る。 

 

【 「情報の収集」の効率化】 

□教科書の文章をそのまま書き抜いている子ども

がいたため、見方・考え方を働かせながら効率

的に「情報の収集」ができるように促していく

必要がある。 

⇒教科書の同定、キーワードに印をつけること

で、効率的に情報収集できるようにした。さら

に、深めていくために、文章と図がつながると

ころに線を引き、理解するよう促してきた。 

 

【 「整理・分析」の可視化】 

□子どもたちが友だちの作業過程を確認しながら、進められる環境にする。 

⇒jam ボードを使っての整理・分析ができるようになってきた。線を引いたり、色で囲ったりして分

類分けする子どもが増えてきた。 

⇒現在は jam ボードがサービス修了したので、Fig jam の活用をしている。 

 

【 「まとめ・表現」の質を高める】 

□質を高めるために、子ども同士で言語活動を行うことの必要がある。 

 ⇒授業の終盤で、子ども同士で説明し合う活動を設定する。 

□情報を整理したのに、まとめの文章が教科書を写すだけというような状況が多く見られた。 

⇒まとめに生かせる思考ツール（フィッシュボーンやクラゲチャート）を使った「整理・分析」の方

法を教える。 

思考ツール「フィッシュボーン」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 子どもたちのあゆみ ～１学期社会～ 

１学期では社会で探究的な学習を行った。その中でレジリエンスを調べるアンケートの数値が上昇し

た（五件法の合計得点６６点⇒８３点）児童の様子を紹介する。 

＜レジリエンス尺度の数値が特に上昇した N・M さん＞ 

社会「日本国憲法」の学習 1 時間目のふりかえり 

 

 

社会「日本国憲法」の学習 ２時間目のふりかえり 

 
 

 

 

 

 

 

レジリエンスのアンケートの数値が上昇した N・M さん。スプレッドシートでお互いの考えを見

ることが出来るようになり、友だちの考えを参考にしながら進めていた。そのことで、目標が明

確（新奇性追求）になり、次のチャレンジにつながったと考えられる。 

N・H 

N・H 



社会の探究的な学習が「困難を乗り越える力」とつながったと感じた B さん 

７月に実施したレジリエンス尺度アンケートの記述質問「一学期に何かにチャレンジしたり、乗り越

えようとする気持ちや力が成長した！と思う人は答えてください。その、きっかけになったことや授

業を教えて下さい。」に対して、「社会の「探究的な学習」です」と答えた児童である。 

社会「日本国憲法」の学習での B さんの Jam ボード（整理分析） 

 

次の単元、社会「政治と私たちのくらし」の学習での B さんの Jam ボード（整理分析） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会「日本国憲法」の学習での B さんのふりかえり 

 

 

 

 

 

 

社会の探究的な学習が「困難を乗り越える力」とつながったと感じた B さん。友だちの意見を参考

にすることで「整理・分析」の仕方を学び、必要感をもって友だちの学び方を取り入れた。また、「ま

とめ・表現」の説明文づくりで生活と結び付けて考えることができるようになった。そして、ふりか

えりでは自分の学び方を自覚して（感情調整）、次の授業に生かそうとしている（肯定的な未来志

向）。これらのことから、探究的な学習を積み重ねることが、困難を乗り越える力につながることが考

えられる。 



５ 子どもたちの歩み ～２学期 総合的な学習の時間～  

（別途資料参照 後ろについています） 

 

６ 本時の授業構想 

（１） 単元名  

「旧信濃川田駅を残していくために 

私たちができること」 

（２） 単元設定の背景 

この単元では、子どもたちが生活する地域にある旧信濃川田駅をテーマにして、その存続に関わる地

域の方々の思いや取り組みに触れていく。旧信濃川田駅は、かつて交通手段として重要な役割を果たし

ていたが、廃線となった今でも地域の人々の強い思いにより維持・管理されている。 

具体的には、地域の方々の強い思いや旧信濃川田駅の歴史を理解し、駅の存続に向けて、自分たちが

できることを見つけて取り組む。また、子どもたちが自発的に企画し行動することで、実行力や協調

性、解決策を見つけるための課題解決能力を働かせる活動を設定できると考える。 

この活動を通じて子どもたちは地域社会の一員としての責任や

役割を自覚し、困難を乗り越える力の大切さを学んでいけると考

える。さらに、学習活動を未来に向けた持続可能な地域づくりの

一環として位置づけ、子どもたちが学習活動を通して学んだこと

を今後の自らの生活や行動に生かすことで、将来的に地域や社会

の一員として活躍できる力を培ってほしいと願っている。 

 

（３） 単元の目標 

 旧信濃川田駅の存続について考えていく活動を通して、家族や地域の方の思いや地域にある組織の取

り組みについて理解し、旧信濃川田駅を残していくためにどのようなことができるかを考え実行する活

動を行うとともに、自らの生活や行動に生かすことができるようにする。 

（４） 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①地域の方々にとって旧信濃川

田駅は思い出の建物であるこ

と、戦争の跡があることな

ど、歴史的な価値があること

を理解している。 

②家族や地域の方へのインタビ

ューを、相手や場面に応じて

適切に実施している。 

③廃線となった旧信濃川田駅が

今日まで存続しているのは地

域の方々による管理のおかげ

である、そこには強い思いが

あることに気付いている。 

①課題の解決に向けて、何をす

るのか、何のためにするのか

を意識し、解決の見通しをも

って計画を立てている。 

②必要とする情報に応じて、調

べる方法を選んだり、インタ

ビューにおいて相手や質問の

内容や方法を決めたりするこ

とができている。（情報活用

能力） 

③ふりかえりを通して、自己の

変容や次につながるような課

題を見出し表現できている。 

①友だちと役割分担したり、自

他の考えの良さを生かしたり

しながら問題の解決に向けて

取り組もうとしている。 

②実施するイベントについて

「実現可能か」「意味がある

のか」「有効か」等の視点を

もってねらいを持った活動を

見出そうとしている。 

③課題に対し、自分の考えや友

たちとの関わりから、失敗を

生かしながら粘り強く解決し

ようとしている。 



（５） 単元構想 

１・２ ２・３ ４ ５～７ ９ 

旧信濃川田駅へ行

き、見つけた疑問

を jam ボードに整

理しよう。 

見つけた疑問の答

えをインターネッ

トで情報収集し

て、整理・分析し

よう。 

自学自習で調べて

きた人のノートを

読んで情報収集し

よう。 

橋本淳さん楢本茂

治さんと、旧信濃

川田駅の廃線まで

の映像を鑑賞し質

問しよう。 

上映会を通してわか

ったこと・感じたこ

とをまとめよう。

（フィッシュボー

ン） 

１０～１２ １３～１６ １７ １８ １９（本時） 

川田駅の存続のた

めに、できること

を考えグループ活

動を開始しよう。 

１１月１２日の川

田駅イベントに向

けてグループ活動

を進めよう。 

＜１１月１２日＞ 

第一回 

川田駅イベント

「思い出に残そう

旧信濃川田駅」 

川田駅イベントの

ふりかえりをしよ

う。他のグループ

に意見やアドバイ

スをしよう。 

他のグループや地域

の方からのふりかえ

りをもとに、「次は

何ができるか」「改

善すべきところは何

か」をグループで話

し合い今後の計画を

立て準備をしよう。 

２０～２３ ２４ ２５ ２６ 

川田駅の存続のた

めに、できること

を考えグループ活

動をしよう。 

＜３学期＞ 

第二回 

川田駅イベント

（仮名） 

＜２月参観日＞ 

おうちの人に向け

て川田駅のこと

や、これまでの活

動を発表しよう。 

単元の目標に沿った内容で子どもたちから

やりたいことが挙がれば、時間を設定し支

援を続けていく。 

 

（６） 本時の流れ 

①【情報収集】  他のグループ、地域の方からの意見やアドバイスを見る。 

②【整理・分析】 情報収集したものを班で、Fig jam にキーワードを書き上げ関連付けられるものに分

けたり、カテゴリー分けたりして、これからグループ活動で行っていくべきことを

見出す。 

③【まとめ・表現】第一回のイベントの成果と課題をまとめる。⇒発表する。 

④【課題の設定】 次への改善案を立てる。 

⑤【ふりかえり】 スプレッドシートに入力する。 

 

（７） 本時のルーブリック評価 （）内…支援 

A  B に加え、異なるグループとの発表を通して、「成果と課題」をさらに修正している。 

B 
第一回のイベントについて友だちや地域の方からのアドバイスを整理し、「成果と課題」をま

とめ、異なるグループの人と発表している。 

C 
B に満たないもの（教室に入って活動できない子どもには、別室でグループ活動を行った

り、オンライン学習でチャットのやりとりを行ったりして、参加できるようにする。） 

 

 

 



長野市立川田小学校までの道路案内図 

遠方からお越しの皆様・・・ 

 上越方面からは須坂長野東 IC を下り、国道

403 号を南下してください。 

 関東方面・中信・南信・東信からは長野 IC

を下り、国道 403 号を北上してください。 

 長野市街地からは、落合橋か関崎橋を渡っ

てください。 

  

 

川田小学校周辺図 

 

 「領家」の信号機（セブンイレブンが目

印）を県道３４号線菅平方面に４００ｍ

程直進します。 

高速道路の下をくぐったらすぐに右

折して，２００ｍ程側道を直進して「止ま

れ」の標識を右折してください。 高速

道路の下をくぐり，２００ｍ程直進して信

号機に出ますと川田小学校が右角にご

ざいます。 

川田小学校駐車場 

 

 参加者の皆様は校

庭駐車場へ。来賓の

皆様は北校舎周辺の

駐車場へ駐車をお願

いします。 

 

領家の信号セブン

イレブンが目印 

長野市街

上越方面から 

関東方面から 


